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①学校運営上
の課題

05 その他
地域のスキー指導員へ募集呼
びかけ(前年度)

昨年同様、地域のスキー指導員へ募集呼
びかけを行った

昨年同様、過去にボランティアとして参加し
てくださった方々に案内を送付。
そして昨年のように新規人材を確保するた
めにボランティア案内と同時に候補者推薦
の依頼も送付した。

教職員の業務負担軽減

スキー指導員参加人
数
1回あたりの指導員
数

1～
2

人 2 1.2

02　本
年度
の目

標値を
下回
り、取
組の
工夫・
改善
が求

※1月時点での数値。2月まで含めると1.5人
平日の日中ということもあり、ボランティアの日程調整が難し
かった。特に１月はボランティアと予定が合わなかったため
前年度より実数値が低くなってしまった。
今年度は新規獲得は0だった。
来年度はボランティア推薦だけでなく広報などを活用してい
きたい。

https://www.town.wassamu.hokkaid
o.jp/
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②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

児童の運動習慣の確立を目指
すため定期的な開催を目指す
(前年度)

昨年同様、児童の運動習慣の確立を目指
すため定期的な開催を目指す

出席率向上、マンネリ化を防ぐため毎回違う
内容を実施。

運動習慣の確立
児童と地域の関係構築

参加人数/登録者
の割合8割を目標 71 % 75 60

02　本年
度の目

標値を下
回り、取
組の工
夫・改善
が求めら

れる

全体的に参加者が減少した。原因として、参加者の別スポー
ツ少年団への加入による多忙化や、今まで教室形式だと自
由に遊べないため行きたくないなどの声があった。しかし自
由遊び形式だと事業でなくても良いため来年度も教室形式で
実施し内容を精査してより良いものにしていく。

https://www.town.wassamu.hokkaid
o.jp/

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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